
　

市
職
員
と
し
て
38
年
間
勤
め
、

も
う
少
し
の
間
、
荒
木
市
長
の

下
で
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
ち
た
い
と
い
う
思
い
で
こ
の

職
に
就
き
ま
し
た
。
市
長
が
掲

げ
る
「
健
康
都
市
こ
う
し
」
は
、

国
が
進
め
る
地
方
創
生
の
流
れ

に
乗
り
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち

に
残
す
べ
き
将
来
を
つ
く
る
道

し
る
べ
で
す
。
自
分
た
ち
が
生

き
生
き
と
暮
ら
す
ま
ち
・
働
く

ま
ち
を
自
分
た
ち
が
つ
く
る
と

い
う
「
自
覚
」、
自
分
た
ち
の
子

ど
も
や
孫
が
健
や
か
に
成
長
す

る
ま
ち
を
自
分
た
ち
が
つ
く
る

と
い
う
「
責
任
」、
自
分
た
ち
の

父
や
母
が
穏
や
か
に
余
生
を
過

ご
せ
る
ま
ち
を
自
分
た
ち
が
つ

く
る
と
い
う
「
感
謝
」
の
気
持

ち
を
持
っ
て
職
務
に
臨
み
ま
す
。

　

今
後
、
地
方
は
少
子
・
高
齢
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
確
実

に
迎
え
ま
す
。
増
大
す
る
福
祉

予
算
、
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
、

さ
ら
に
は
地
震
か
ら
の
復
興
と

課
題
は
山
積
み
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
自
治
体
職
員
と
し
て
の
経

験
則
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

時
期
に
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

は
新
し
い
発
想
や
、
よ
り
多
く

の
知
恵
と
能
力
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ

く
り
や
企
画
の
部
署
で
培
っ
た

政
策
立
案
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
脈

を
生
か
し
、
市
長
の
補
佐
役
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
議
会
、

市
職
員
と
協
働
で
「
健
康
都
市

こ
う
し
」
の
実
現
に
向
け
て
力

を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

３
月
27
日
、
菊
池
恵
楓
園
に
復

元
さ
れ
た
「
希
望
の
鐘
」
の
除
幕

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

希
望
の
鐘
は
か
つ
て
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
治
療
を
終
え
た
入
所
者
が

社
会
復
帰
し
て
園
を
退
所
す
る
際

に
鳴
ら
し
て
い
た
も
の
で
す
。
昭

和
26
（
１
９
５
１
）
年
、
現
在
の

社
会
交
流
会
館
前
に
あ
る
高
さ
約

22
㍍
の
塔
の
最
上
部
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
治
療
薬
の
普
及
で

退
所
が
相
次
い
だ
昭
和
35
（
１
９

６
０
）
年
前
後
ま
で
は
し
ば
し
ば

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
さ
び
て
音
が
鳴
ら
な
く
な
り
、

取
り
外
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
１
月
、
佐
賀
県
の
山
口
祥

義
知
事
が
、
同
県
出
身
の
入
所
者

と
の
交
流
の
た
め
来
園
。
社
会
交

流
会
館
に
展
示
さ
れ
た
鐘
を
見
て

そ
の
存
在
を
知
り
、
復
元
を
申
し

出
て
今
回
の
復
元･

寄
贈
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

除
幕
式
に
は
山
口
知
事
を
は
じ

め
、
佐
賀
県
内
の
小
・
中
学
生
有

志
約
60
人
、
菊
池
恵
楓
園
の
園
長

や
入
所
者
、
荒
木
市
長
、
市
議
会

議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど
合
計
約

１
３
０
人
が
出
席
。
除
幕
後
、
佐

賀
県
出
身
の
入
所
者
・
吉
村
藤
次

郎
さ
ん
、
佐
賀
県
唐
津
市
の
中
学

３
年
生
・
川
本
哲
平
さ
ん
、
山
口

知
事
の
３
人
が
順
に
鐘
を
打
ち
鳴

ら
す
と
、
厳
か
な
鐘
の
音
が
園
内

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

市食生活改善推進員協議会会長

森
もり

　凉
りょうこ

子 さん（上生）

副市長

濵
は ま だ

田　善
よしなり

也

　広報を見て食改の養成講座を受

け、11年前から活動しています。

子どもから高齢者まで、食改の料

理教室に参加した人たちとふれあ

い、料理や食事を楽しんでもらえ

るのが何よりうれしいです。「楽し

く健康になろう」をモットーに、

合志産の新鮮な食材を使った料理

や地域に伝わる郷土料理、健康を

考えた減塩料理などを地域に広

め、健康な心と体づくりに役立て

てほしいですね。

【趣味】	 	
バイクでツーリングする
こと

【好きな言葉】	 	
自分に正直であれ

あなたも一緒に活動しませんか

食生活改善推進員 養成講座（全６回）

新副市長就任のごあいさつ

佐賀県が菊池恵楓園に寄贈

入所者の社会復帰祝う希望の鐘

藤井勝公前副市長の退職に伴い、３月17日の市議会で同意を得て、
４月１日から濵田善也副市長が就任しました。

私たちの健康は私たちの手で

食
し ょ っ か い

改さん、元気に活動中！
　

＂食
改
さ
ん
＂
は
、
市
食
生

活
改
善
推
進
員
の
通
称
で
す
。

健
康
的
な
食
事
や
生
活
習
慣

の
他
、
合
志
市
や
熊
本
県
の

郷
土
料
理
に
つ
い
て
学
び
、

地
域
に
広
め
伝
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
に
発
足
し
、

現
在
48
人
の
食
改
さ
ん
が
元

気
に
活
動
中
。
子
育
て
中
の

人
や
幼
児
、
小
学
生
、
高
齢

者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
を

対
象
に
健
康
教
室
や
料
理
教

室
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●対象　市内在住で食や健康づくりに
興味があり、受講後に食生活改善推
進員として活動できる人

●内容　講話、調理実習、運動など
●募集人数　先着20人
●申込方法　６月２日㈮までに電話で
お申し込みください

●申し込み・問い合わせ先
　健康づくり推進課　健康推進班
　（西合志庁舎）　☎242‐1183

志村康自治会長に寄贈目録を渡す山口知事。「鐘
に偏見や差別の歴史を繰り返さないという思いを
込めた」と話しました

社会交流会館に展示中
の希望の鐘。復元され
た鐘は同館正面に設置
され、来館者も鳴らすこ
とができます

と　き ところ

6月27日㈫ 西合志庁舎

7月12日㈬ 御代志市民センター

7月25日㈫ 泉ヶ丘市民センター

8月18日㈮ ふれあい館

8月29日㈫ ふれあい館

9月		8日㈮ 西合志庁舎

時間は午前9時30分～午後0時30分
（調理実習の場合は午後1時30分まで）

食を通して心を育む
おやこ料理教室・食育講座
幼児向けおやつ作り

郷土料理や食文化を伝承する
郷土料理教室・健康食レシピ集普及

地産地消の推進

健康な体をつくる
生活習慣病予防教室・減塩の普及

男性料理教室

早寝、
早起き

朝ごは
ん

だご汁作りっ
て

楽しい！

郷土料理「あんもちだご汁」

健康は“食”から

素材の味
ふるさとの味を
知ってほしい

広報こうし 2017.52017.5 広報こうし 23


